
The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

・
造 船 協 會 會 報 　 第 貳 拾 六 號

り

講 演

舶舶奬勵 と燃料の利用

協 同員海軍少將 中 里 重 次

　 本 會の 如 き學會の講演 と致 しま レて は 、 當然餐 自其 の研究の 結果 を御披露 い カ す と云

．蓋の が 當 う前 で あ らう と自覺 して 居 うま す る けれ ども 、 私 に は斯の如 き頭 を有 つ て居 b

b ませ VR。 是 か ら申上 げや うと考 へ ま す こ とは 、 只 私 に 於 て 大 問題であ らう と思 ぷ 事柄

即 ち乙 』 に書 い て あ る事柄 で ござ い
噛
ま して

、 之 を諸君 の 前に 提供 い た し 、 諸 君 の 御力 を

借 bて何 卒 して 實現せ しめ た い と云 ふ 希 望で あ b 嚢すが 、そん なや うな ZLとで も差 支 な

い か ら話 せ と云 ふ 乙 とで ござ い ま しプeか ら、 今晩此席 を汚 し て 御清聽 を煩 すの 光 k を得

力 次 第で ござ V ・ ます○ 風邪 を引い て 喉頭 を痛め て 居 う衰 すの で甚だ失 禮 で ござ い ます 。

御 分 尻ζな らva　L と竜あ bますか も知れ ませ vaが ． どう ぞ其點 は悪 しか らず
… …

。

　 四 年前 に 私 は本 會の 討論會 に 出席 い た し懐 して 、 船舶 に 甥 す る軍 事上 の 要求條件と云

ふ Z とに 付 きま して 、 御耳 に入 れブ〜こ とが あ う俵 しカが 、 此 事 に付て は海 軍省 よ う遞 信

省 、こ對 しま して
一二 囘照會 い た しま した 上 に 、 當事者 間 に は毎 々協議 を重 ね つ Y あ ）t ま

した こ とで ござ い ますに も拘 らず、 今 日に 至 る まで何等豫 期の 成績 を墨 げ得 る こ とが閏

來 ませ 臓 こ とは 、誠 に 遺憾に存 じて 居 る次第で ご ざ い ますが 、 併 し是は 只 註丈 ば か う發

し ま し て 、 さ うして 保 護 も致 し衰せ ず 、 叉 は奬 勵 も致 し
ー
ませ 臓 で 實行 を望 む の は望 む者

の 無 理 で あ b2 して
、 之 が實現 を期 する が 高に は 是 非とも造船獎勵法 の 改 正 を要す る i欠

第で あ る と私 は考 へ て 居 bま ず。 それ で私の方 で は具體 的 に 種 々調査 い た しま し て改正

案 を提 出 致 して あ るi欠第で ござ い まず が 、 偶 々戰 時 中で あつ て 一 時奨 勵 法 を停 止せ られ

ま した 結果 に も依 る 乙 とで あ らう と思 ひ ます るが 、 今年 の 暮期滿 に な b ます造 船獎勵法

は聞 く灰 に依 bま す と來 るべ き議會 に 何 等改 正 復活 案 の 提 出 され さ う もな
’
く其 の 儘廢止

の 蓮 命 に 立 到 る と云 ふ 話 を聞 い て 居 bます。 若 しそれ が 事實で あ Oます 改 らば 、 誠 に容

易な らざ る 問題で ある と存 す るので ご ざ V ま す。 此 造船奬勵 法は 戰 時中停止せ られ あ b

しに 拘 らず 、 造船界 の景氣は 非常 な もの で 、 ど しど し新船 が出來 て 居 る 。 それ で あ るか

ら今 更 そん な もの を復活 す る必 要 は ない と言 つ n の が非復活 の理 由で 、 又 船 圭側 に 於 き

ま して も僅 ばか うの 奬勵金 を戴 い カ 所で 、 それ が 爲に束 縛せ られ 、 干渉せ らる る ようか
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盃 く不覊獨立 の 立 場 k あ る方 を望 U と云 ムや S な こ と も他の理 由であ るか の如 くに聞い
・

て 居 うますが 、 果 して 左様で あ る もの と致 しま すれ ば餘 昴 ζ目前の 利害に の み打算が多 ・

遒 ぎ る結 果 、 國家永遠 の大計 に聊か 注 意 を怠た る もの と批評 され て も致方が な い では な

い か と考 へ て 居 らます 。 なぜ な らば 成 る程造船奬勵法が働 か な くと 竜膸分
・
新船が 出來

’
ま

しブ〜。 現 に昨年度 は約七十 萬噸の 船舶が出來 て 居 らま す。 然 しなが ら此 七十萬噸 の船 の

大部分 は貨物 船で あ うま して 、客船 は誠 に數 ふ る に 足 bな い と云 ふ 乙 とで あ b ま す。 即

ち言葉 を換 へ て 申 しますれば 速 力の 低 い 竜の は 澤山新造 され ま しブ〜けれ ども、 高速力の 1

船 は先以 て 皆無 と云 ふ次 第で あ bま して
、 先年私の 申上 げま した 豫 想が不幸 に して 適 中

い た しま した こ とは國家 の 爲あ 誠 に逡憾 とす る 所で あ b9 す。 然れ ど も前 申上 げた逋 ウ

此 事實 は寧 ろ當然 の歸結 て あ 62 して 速 力を大 な らしむ るが爲に は 汽罐 の パ ワ ーを墸 さ

なけれ ば な らず 、 機 誠 も大 き くしなけ れ ばな ら臓 所 罐の パ ワ ーを墸 し、 機械 を大 き くす

れ ば 當然船體 の 重 量 を増加 し 、 膸 て炭費 を増 し 、 炭 費 を増 せ ば バ ン カ ーキ ヤ バ シ チ ーを

増 加 し 、
バ ン カ ーキ ヤ バ シ チ

ー
を増 せ ば其丈 け カ

ー ゴ ース ペ ース を減 ず る と云 ふ 結果 に

な ウますか ら、算盤 さ へ 探 れ る 以上 廓分の 金で商賣 するの に 何 を苦 しん で態 々 建造費 と

維持費 の 嵩ま る 、 不 經濟 の もの を造 る必 要が な
’．・の で あ b2 す 。 外 か ら兎や 角 言 ふ の は

間 建 つ て居 る と思 ひ ます 。 若 し文句 を云 ひ た けれは 相當に 云 ふ だけ の L とをして や らな

け れ ば な らSiaの で あ ba す 。 それ な らば異 存が あ るか と云 はれ ますれ ば 、 私 共 の立
’
場 と

して は 大 に あ る と申さ なけれ ば な ら滋 次 第で あ e）ま して 、 詰 う高 速 力 の船が ない と云 ふ

Z とは畢竟軍事上 に 利用 すべ き船が な い
、 斯 う云 ふ こ とに 歸着 い プZ します。 其理 由に付

て は 前年 已に 大要 を申上 げ て ござ v ・ます か ら今晩 は略 します る が 、 當時 と今 日 と比べ ま

し て さ へ 僅 か 三 四年 の 時 日 しか經 つ て 居 ウ痩せ び凌が 、 艦 船 の 速力は 急激 に増 加 to　faしま

して 、已 に 大艦は三 ＋ 五 節 、 驪 逐艦 の 如 きは 三 ＋ 九 節、 略 e 四 ＋ 節 に もな らむ と して 居

bR す 。 斯 の 如 き有樣で あ うま すか ら 、 戰 時艦 隊 の補 助艦 と して 使用 い た します もの は

申す に及ば ず 、 軍需 品 、 叉 は軍隊 の 蝓邂 の 任務 に 從 事 い ブ〜します船が 、 依 然 と して十 節

内外 の 竜の で は到底 活 澱 な る行動 と執 る こ とは 出來 ませ r％ の みな らず 、 場 合に依 b2

して は こ れ が 爲に 大 切 の 戰 機 を失 ひ 、 重大 な る 影響 を來 すや うな こ とがない と も限 る ま ．

い と考 へ て 居 6ます。 私共 の 見 る所 に 於 きま して は 、 補助艦船 として ビ な く、 所 謂運 輪

供給 の 任務 に 當 ウます ト ラ ン ス ボ ー トで さへ も 、 艦除 に 随伜す る もの は どう して も＋ 四

節 の航海 速 力 を有 す る 乙 とが必 要 と認 e る もの で あ bま す。 而 して 是 等の 軍用 に供 しま

す所 の 鷲舶 は年 々 歳 々其 歟 を増 しま して海 軍 丈け で も今や 百 萬噸 以上 を要 す る 次 第で あ
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b2 して 、其 に陸軍の 要求 などを入 れ2 したな らば餘ほ ど大 きな數 に逵 す るで あ らう と

考 へ て居 bます。 さ 5 云 ふ譚で あ か ますか らして 國家の 生存上 よ b單に 李時 の 商賣の L

との み を考 へ る 譯に行 か va　S の と確信 す るので あ bます 。 右は單に 速力 の み に付て 申 し

ま しプ〜が 、 徇 ほ 其外 海軍 に於 きま し て は或 は生肉 、 生料 品 を輸遒 す る もの 、 叉 は 母 艦 、

工 作 船 、 病 院船
’

掃 海船等 と して 使用 す る もの 、 其他重 油 を運搬 す る もの等特 種 の 船を

要 しま す る所 、 海軍 自身に 於 て は 御承知の 逋 b圭 た る艦船 き へ 思 ふ樣 に 出來臓 始末で要

あ bま して
、 到底 是等特種 の 船舶 を建 造する 餘裕が ござ い ませ 瞭 の で 此等は どう し て も

徴 用 に 依 る の 外 は ござ V ・ませ Yto 然 る 所 斯 う云 ふや うな特 腫の 任務 に從事 すべ き船は 喉

默 つ て 居つ て 出來 る筈が な V の で 、 此等の 要求 は どう して も造船獎勵法 、 航海保護 法等

に 依 て貫徹 を期 す る よ b外 は絶對 に 方法 が なか う と信ず るので ござ い ます 。

　私 の 申上 くる L とは殆 ど軍事一
點 張 うで 、 そん な馬鹿 な L とが 出來 る もの か と思 は る

る 方 も嗣る か も知れ 要せ A が 、 併なが ら戰爭 は い つ 何 時突發 せ ん とも限 腰 せ va ） 既 に

始 つ て か ら、 や れ 何が ない
、 是 が足 ウな い と言 ひ まし た所 が 、 もう後の祭 らで あ b2 し

て 、 獨 逸の 兎 も角五 ケ 年間 ど うや らあの 如 く支 へ 得だ の は全 く準 備 の 完成 して居 つ た賜

に 外 な ら殿 と思 ふ ので あ b・ます 、 所 謂治に 居つ て 亂 を忘れ 臓 と云 ふ 乙 とは 單に理 窟ばか

）
t で な く、 實行 を要 す る 乙 とで 、 之 は政府 と して も國民 とし て も、 等 し く國 家に對 す る

重 大 な る賚務で あ る と信ず る の で あ ダます。 若 し國際聯 盟 な る もの に依頼 して將來 戰爭

が根絶 せ らる 丶で あ らう との 前提 の 下 に 一
朝 有事の 際の 乙 とを顧 みな V と云 ノ、　E で あ b

ま す れば 、 それ 乙 そ 日木 の運命 は 當に 危殆 に瀕 す る もの で 畢和 を欲 すれ ば 欲す る ほ ど相

當 の 準瞞 と兵力 を具備 して 相手 1こ奪敬 の念 を拂 は せ る だけ の t とを し なけれ ば な ら臓 、

斯 て 乙 そ國際聯 盟 の威 力 を有效 に利 用 し得 る もの と思 ふ ので あ うます 、 私 は 戰爭 の 準備

さ へ 出來れ ば外 の 事 は どうで も宜 い と云 ふ考 は有 つ て居 うませ 臓 、 併 なが ら先刻申上 げ

ま したや うな船舶の 速 力を速 くす る と云 ふ こ とは兎 も角金 が掛 りますか ら極 め て不 經 濟

の こ との や うに考 へ られま すけれ ども 、 必 ず しも然 らず して 商賣上 に も頗 る 有利で あ る

と思ふ の で あ bま す。 なぜ な らは此後歐米各 國の 經 濟上 の競爭は 非常 に 激烈 な る もの と

推 察 しますの で 、 別 して 東洋方面 に 殺 到 す る彼等の 勢は 凄 じい もの と考 へ て 居 t
） ま ずる

が 、 例 へ ば 上 海航 路 の 客舩 の例 を取 つ て見 まし7a所で 、 現在 の 如 く遲 い 速 力で ア ツ コ
と

モ デ ー S ヨ ン も悪 く、 客 の 收容力 も少 い
、 あ 丶云 ふ船で 日支 間の 航 路 に充 て 丶居 る と云

ふ こ とは獨 ）t 商賣上 に損失 あ るの み な らず謂は ゆ る 日支 親 善の上 か ら見 ま して も 、 尠 か

ら繊 影響の あ ろ こ とで あ らう と思 ふ ので あ b ます 、 と申し・嚢すの は御互 に 隨分忙 しい 間
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に 向ム か らは 來 て見 ia　V ・

、 乙 ち らか らも直 ぐに行 つ て 當事者 と種 々協議して 見た い と思

ふ の に 、 何分三 日匹旧 も掛 る上 V ・ ざ となれ ば滿員で 乘れ ない と云 ム や う な譯 で所謂一刻

千金 の 時樓 を失 す る こ とが 毎度有 ウ勝 ちの こ とで あ b2 すo それ で若 し此 間 に 外 國船が

問 に 入 ム込み 鷲 して 、 祕 戸上 海 間 を二 畫 夜雫 位 の 時 日で 航海 が 出來 而か もア ヅ コ ソ モ デ

ー シ ヨ ン も善 く、 客 の收容力 も大なる もの が參 りま しプa な らば今 の 日支 間の 航 路 は すつ

か b奪 取 られ て仕舞 ふや うな こ とに な らsaと竜限 ら臓 と思 ひ
’
ます果 して然 らは建造費 と

維持 費が高 く一時不 經濟 な船 は 、 永 い 間 には 航海 の 囘數 も殖 え て 、 結局 最終 の 利盆 を占

め 得 る もの で は な V ・ か と思 メ・の で あ b ま して 獨 う船 の 利益 の みな らず 全般 の 經濟上延 い

て は 日支 親 善の 上 に も多大 の 稗 盆 ある こ と 丶信 する の で あ bま すo

　昨年 嘸 概 糶 委 員會 三御 設け 1こな ウま して 、 相當決 議 もされ 復 申 もされ たや うに 伺 つ

て 居 ウま すが 、 爾來所 謂優良船 と云 ふ もの は 僅か に 數隻 しか 造 られ て 屠ない や 5 に 記憶

して 居 うます 、 之 も畢 竟委 員 會だけの 決議に 止 ま ウま し て 、

一 向權威 の ない 竜ので あ ）t

蛮 しブaの と、 今一つ は 昨 年休戰 に な t ま しだ 岩 蔭で と う と う大 な る效 果 を收め 得 なか つ

7aもの と考 へ て 居 O 夐すが 、苦 し勅 令か何 か の 槽威 あ る もの で 以て 發 裘 され ま して
、 そ

れ に加 ふ る に相 當補 助 も し獎勵 もす る と云 ふ や うな方 法で あ b 裟 した な
「
らば

一般 の造船

上 に も餘ほ どエ フ イ シ エ ン シ ーを離 げ得 力 る もの で あ ら 5 と考 へ る外 に 、 海 陸軍 の 徴用

船 舶 と して も艤 装 も簡 單 に な うま す し 、 使 用 も便 利 に な O裟せ う し旁 々 作 戰上 1ご利益 す

る こ とか 多か つ た もの で あ らう と考 へ て 居 ゲますが 、 不 幸に し て今 申上 げま 話や うに單

に 委 員 會の 決議 に 止 め られ ま した 爲 に 、 それ ほ ど エ フ
ィ

シ
ェ

ン y 一
を墨 げ得 なか つ た の は

鹹 に 遺憾に 存 する 次 第で あ ゲます。

　廼船
「
1
べ 勵法は 從 來殆 ど絲 て の 國 で 實施 され て 居 つ た様 1こ思 つ て 居 らま す 、 尤 も米國 は

造 船材料 に 對 する 保護漿勵法が あ る だけで 、 日木 の 如 き造 船奨勵法 は な く叉 英國 も El本

の様 な造船奨勵法は あ らませ 臓 が 、 定期郵便航 海の 爲 め ビ ーオ ー
、 キ ャ ナ ダ 、 キ ュ ー

ナ
ー

ド等に は相當の 保護金 を出 して 居 飢 叉 專 ら軍事上 の 目的の 爲に『ノレ シ タ ニ ヤ 』、 『モ リ タ

‘ ア 』に は 建造資本 と して こ 分 七厘 五 毛 の 抵利で 二 千六 百萬圓 を貸 し、 其 上毎 年 百五 十 萬

圓つ つ の補 助 金 を與 へ て居 つ た と存 じて居 ウますo 斯 う云 ふ や うに英國で も相嘗の 保 護

をや つ て 居 b 蓑 して 其他 の 國 も隨分大袈 裟 の 獎勵法 を施行 して 居 b ます 、 今度 の 戰 爭 で

も潜 水艇 の 襲鑿 と云 ふ恐 るべ き經驗 を各 國 と 竜嘗 め て 居 うま すか ら、全 然商業上 に使 ふ

船で も相 當の 航海力が なけ れ ば い か 滋 と云 ふ や う な議論 が ち よV ち よV 向 ふ の 射麁誌 な ど

をζ散見 して居 らます し 、 叉 地 中海方面 に 於 きま して は ト ラ ン ス ボ ー 1・は ＋ 五 六 節又 は そ
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れ 以上 の 速力 で所 謂 コ ン ボ イ を編成 して 護衞艦 を附け て航 海 して 居つ たの で あ bますが

それ で さ へ 中に は 撃沈 され た船 もあ うま しプ〜か ら、 十飭 内外 の船で は 見付か つ 尢 が 最後

海 底 に沈 む邏命 よ ウ避 け る 乙 とは 殆ん と不 可能で あ らうと思 は れ ます。 斯 う云 ふや うに

各 國 とも最 近に 苦 い 經驗 を甞め て居 b ますか ら將來 と雖 も造船獎勵法 を廢 すや うな 乙 と

は 萬なか らう と想 像 して 居 ゲます。 此夏 頃で ござ ta　2 レプZか 郵 船會杜 の 將來 の大計 畫iを

新聞紙上 で拜見 します と隨分優速の舟餉自を造 らる Y “P5 であ b2 して 、 誠 に 人意 を張 5

す る次 第で あ bま すが 、 併 しなが らそれ は郵 船會瓧 に 於 て 能 くす る所で あつ て 、

一般の

商船界 は なかなか 左樣な巧 い 工 合に 行 か vaと思 つ て 居 うま す。 願 くは 前述 の 圭 旨 を御了

解 下 さv2 して 奬勵法の 改正復 活 に 十 分御 助力あ らむ こ とを切 望 する 次第で あ めま すo

　 それ か ら次 に 申上 げ た v ・と思 ひ ま す こ とは燃 料の 利用 に 關 す る 乙 とで ご ざ い ま すが 、

是 も學術 上 か ら化學 的分析等 の 研 究を御 披露い た す のて は ござV ・ ませ顕 、 ほ ん の 杠共 日

常執 つ て 居 ウま す る職務上 の 見 地か らして 餘 餌 こ此 日本で は燃料が 逼 逍 して 居 t）設 す 、

それ に 鑑 み ま して誡 に 贋儖 の な い もの で あ ）t ます けれ ども雜馭 なが ら少 し く申上 げた い

と考 へ て居 ゲ ま丁。 御 承知 ∂ 瀝 O 日 本に iよ石炭 は相 當に あ うま す るが 、 それで も或地 質

學者 の調査 に依 らます る と今 後五 六 ナ年 を支ふ る量 額 しか な い と云 ふ 乙 とて あ ）「ま すo

殊 に汕に 歪 うま して は最 も貧弱 で あ うま して 大 正 四 年 の 四十 四萬噸 を最高額．と致 しま し

て ・ それ か ら以來 は年 々産額 が減 少 しつ Y あ う玄 して 誠 に心 細 い 隈 らで あ b2 す 、 元 來

燃 料 は 國家活 動上 の 費源で あ bます 乙 とは 今更 rllす必 要 は あ Oま せ臓 が 、 石炭 に 付 て 申

レま して も 日本 の 石炭 は御承 知の 逋 う到 底 英吉利の カ ー
ヂ フ 炭の 如 き良質の もの で は な

く、 概 して 遙かに 粗 惡 の もの で ある や うに 心 得 て 居 ゲます上 、 國 力の増 遘上 低廉 な る工

蝶用燃料 を最必 要と致 しま す る に 拘 らず 、 之 を諾 外 國に 比 較 しま す る と人 ロ
ー・一・

人宛英の

約 四 噸 、 米 の六噸 、 ち覇佛の
一一・五 乃至 二 噸 の 淌 費額 な る に對 し我 日本 て は 僅 か に ○ ・ 四 噸

で ある の に 側 各に 於 て t 英 米の 約二 倍に 當つ て 居 る 9 うて あ ）t2 すか ら何 とか 工 風い 尢

しま し て十 分廉價に供 給 し得 る様 に しま せ 繊 けれ ば 將來工 業界の 發展 は容 易で なか ら5

と思 ひ ます o つ Lt・先 々 月で ご ざ い ますが 、 私 は越 後 方面 に族 行 い た しま して 聞 い て見 ま

す と、あの 邊の 寳田、 日本石油あブ2 ）tで 見 ま し （ も 、 海 軍で 申しま す る策三 種炭 と云 ふ
一

番 悪い 石 炭 ・ それで さ へ 二 ＋ 六七 圓 と中 L て 居 うます 、 どう もそんな石炭は 使つ て居

媒 罕に行 か臓 か ら油 を｛采つ た 殘 Oの ピ ツ チ 辷何 處で も使 つ て 居 る と云 ふ現 状で あ bま し

プこ、 ヌ 油に な 殿 すと如 こ酬IV・ もの で 、 是 は全 く海軍 の死 活 問題 で あ ‘・ ま すが 、 是 まで

は 先 以 て 海軍怒けが 主 もな る得意で あ b ま した けれ ど も 、 咋今の 如 く飛行機 な b 白動車
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な 釦が 澤山出來 て 、 f罎ま陸軍の 驚來 の 計晝な ど竜階分大 きな もので あ うませ うし、 夂民

間 の 飛行機 自働車 界も盆 ミ 發 展 して 行 き 、 其他一般の 工 業用 として 盆 ミ多 く需要が増 し

て 來 る と云 ふ 時代に 向つ て 居 るの に 拘 らず 、 今 申上 げ る や う に僅 四＋ 萬噸 が從來 の V コ

ー ドで あつ た と云 ふ こ とで は
一朝有事の 際に當 ゲまし て は 實際寒心 すべ き腴 況で あ うま

すo それ な らば海軍の所 要 は
一
雌どの 位あ るか と申します と是 は軍機 に 駸係 して 居 る事

柄で あ う設すか ら具體 的 に何 百何 十 萬噸 とは 申上 げ られ ませ諏 が 、石炭 と油 を加 へ 疲 す

と數百萬噸 と云 ふ高に な う設 す 、 さ 5云 ム 課で あ うますの に 、 石炭は 海軍で 使 ひ ます も

の は御承知のiM　b 火 力 か張 くなけれ ば な らya 、 さ う して 煙 が 出て は い か諏 、 斯 う云 ふ 戰

術上 の要求 が あ ウます所 、 日本 の 石炭 は 前 申上 げま し7Zや うに 多 くは 煙が あ つ て 質 竜悪

うご ざ い ますか ら是 は 獸時用に は適 し嚢せ ね 、 そ 乙 で前年皷 に 居 らる K 竹 田 中賂閣下 の

御 骨 折で 種 々 の 原 料 を混 ぜ ま しだ煉 炭 と云 ふ もの を造つ て 使用 して居 6ま すが、 油 に 至

つ て は 全 く内地 の 産 を當て に す る譯 に い か ぬ の で あ う俊す 、 ち よつ と傍に 入 bま すが 、

昨年 の 議會で 制定 されま し尢 彼 の道 路 法が愈 ミ 明年四 月一
日か ら實施 され るや うに な b

又 東京 市 の 道跖改 良 も明 年度 よ う莫大 な豫 算で 以 て 路 面 の 改 修 を や る さ うで あ t
） 嚢　

“9が

さ うな b『
ます と路 面 に 使用 い た しR す る ア ス フ ア ノレ トな ・S 、 ピ ツ チ な b 、 莫大 の 量額 を

要 す る譯で あ bー
ます 、 然 る に 煉 炭の 材料 の 中で ピ ツ チ は圭 込な る もの で あ ウますか ら 、

直 に 海軍 の 煉炭 製造 に影響 を及 ぼ しま して 、 既 に 今 日て さ へ も ピ ツ チ の 儖 段 は著 し く高

くなつ て 居 うますべ 是 では 折角煉炭 を造つ た 目的が大分 外つ れ て來 ま して 、 煉炭 を使 用

す る と云 ふ こ とも將來大分 困難に な りは し浚 すま v か と私 共 は憂 ひ て 居 うま す 、 さ う云

ふや うな譯で 、 結 ら各 方面で 油な ）e 石炭 な らが必 要 とな つ て 參 ）t2 しfeの で 、 ど 5 して

も是 は 何 とか しなけれ ば な らVR 、 殊 に 日本の 油は随 分宜 し い の もあ 嫉 す けれ ど、 李 均

して 鈍づ 六 割五 分 か ら七 割 位まで し力燃 料用 に供 す る こ とは 出來 ま せ 楓 か ら、四 ＋ 餘 萬

噸 の 産額 が あ bま 改 も ア ベ レ ージ に し2 して二 十 六 七 萬噸 しか 燃 料用 ltな らvaの で あ

b ます と 、 何百 萬噸 と云 ふ海 軍 の みの 使用 に對 して 九 牛 の 一毛 に しか 當 うませ鷓 、 それ

で 海 軍 は 己む な く外 油 を購 入 しま して 之 を貯藏 し 、 懐 さか の 用 の 準備 に しつ y あ る状 況

で あ t） 2 す 、 實際戰 時の こ とを考 へ 2 す と云 ふ と樂觀 の 出來 ない 話 で あ bま す。 さ う云

ふ 譯で石炭に しろ油 に しろ各方面 とも1將來需要が 非常に 多額 に 次 ウます こ とは 明か で あ

bま すか らして 、 私 は此際官民 の 中で斯濫 の 有識者 を集 め られ ま して ＋ 分に 調 査 と研 究

を遘 め 、 さ う して 其利 用法 を講ず る と云 ム事が・極て 必 要 な る 事項で あ らう と存 す るの で

あ らま す。 それ で 先づ 第一に 水力 を利 用して 石 炭 を セ ー ヴ す る と云 ふ 乙 と 、 次 には 石炭
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，L） 1

¢ 低溜度軋溜を實施 しま して、 さ う し て一つ に は重 油 の 不足 を槭 ぴ 同時 に石炭の 利用法

を講ず る 乙 と 、 此 二 つ が差當つ て必 要 な乙 とで は な い か と考 へ て 居 う懐 す o 聞 く所 に依

れ ば H 本 で は幸に水 力 は大分豊富で あ ）t ま して 現に踏査 を經 て 居 う懐す る餘剩 だけで 年

額 二 千五 百萬噸 の石炭 に 相當 す る パ フ ーを有 つ て 居 る さ うで あ うます 、 さ う云 ふや うな

天 然の資源は現 注で 竜相 営 に利 用され て 房 う懐 すけれ ど も、 此上 とも極度 に 利用 する 方

法 を講ず る こ とが最 竜必 要 な事項で あ らうと考へ て 居 うます 。 石淡の低温度 乾溜法 に至

b 「

まして は 、 從來 の コ ー ク ス を綵 る方 法 と邂 ひ ま して 、 温 度が低 V ・か ら登 く廢 bが な い

工 業ださ うで あ う
「
ます 。 低 櫑 度乾 溜源 ：こ依 ≒綾 す と云 ふ と ア ン ス ラ サ ．6 トで 竜ビ チ ュ ミ

ナ ス で も亜炭で 毛泥炭 で 竜、 どん な石 炭で も石炭 と名 の 付 く噫の 1訓吏絹す る 乙 とが 出張

る の で あ ら蓑す 。 此 の 方法 に據 ウ設 す る と 、 油 は 只今 の 所 て
’
は 多量 に は探 ロ ない や 5 で

すが 、 而か 竜共 油は麺 め て粘 良な る燃料で あ st）
’
ます し 、 叉 出來プ〜コ ーラ イ トは 相 嘗の 蒸

發 力 を有 す る上 全 く煙 か 出ない ので ござ v ・ 妻すか ら工 業鶏 家庭用 け固 よ う艦 船用 1ζ竜或

稈度
’
まで 使用 が 出來 2 して 、 殊 に煙の 出な い と謹 ふ こ と＞b　：最 も陸上用 に遥

’
當 し て居 るだ

ら う と思 ひ ま す 、 鼓外副 産物 と し て 毘來 ま す毓 酸 ア ン モ 昌 ア は御承 知 の邇 1づく切 な肥 料

とな るの で あ b2 すか ら、 斯の 如 く発 く廢 b ¢ ない 極 あ て 絃済 的 の 仕 事に 是 非 と竜速 に

大規模 の 計 i畫iを樹 で まして 、

一 つ には 燃料の 苣iコ約 を訂芋じ二 に は 國家將京 の 發贋 に賓 す る

や うに せ ちれ プこい 竜の と老 へ て 居 る次第で あ う機 す 、 私 は 官營で も宜 v 民營で も宜 い
、

或 は 官民 合同で も宜 しv 、 兎 に 角大賓本 を以 て 右 の革業 を起 す こ とが喫緊 の 要 務で あ る

と考 へ て 居 うますが 、 岡時 に石炭 と油の事渠其 の t の に 甥 して も 、 踏舶 の場 含と『；様政

府 に於 て 相 営の 保護奨勵の 遽 を講ず る こ とが 前 の 事業 と分離 すべ か らざ る 重 要の 事柄で

あ る と考 へ て 居 う設す 、 別 して 石汕 業の如 き牲殊 で且 つ 國 家的の 事業 は 常然 國家の 保護

を受 くべ き性質の もの で あ る と考 へ て 居 うま す 、 凡 そ石 滴事業に付 て保 護 の な い 國 は殆

ん どな V ・ ので あ うます 。 數年 前斯 う云 ふ Z とを言ひ ま して も使用 者側 た る我 々 ぐ當 業者

側 の外 は 一般 の 室氣が餘 う乘 う氣 に な らなか つ ブこや うで あ t） t2 し て 、 ほ ん の 此 一
爾 年来

注 意 を惹 き始 あ だ 様に 思 つ て 届 b　S：す 、 兎 も角 竜今 日 は 官民 共 に 非常 に や か ま し く言 ふ

や う に なっ て 參 うま しカ が 、 今 の 四＋ 萬噸 と云 ふ もの を二 倍 lt　（， 三 倍 に もす る と云 ふ こ

とは 、 賓際 日本 の や うな地勢で は 容 易で なか らう と乾へ ます。 け れ ど竜石 1由事業 と云 ふ

もの は 外 の 鑛 物 事業 と違 つ て 、 單 に 地 質上 の調査 な う或は 露頭で調べ た だ けで は 地下 の

埋藏量 は 幾何 あ るか と云 ふ こ とは どう して も分 ら臓 さ うで あ らます 、 實際掘 つ て 見 た上

で なけ れ ば どれ だけ ろ分量 が あ る ；iT分 らS2、 斯 う 云 ふ こ とを豫 て 聞 い て 贋 ら
’
ます 、 さ う
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な bます と只今の 此 の石油 に對 する 漸 く四 五 千萬圓の 投資額で は到底 一
本 や 二 本 は む だ

で も宜 v ・ か ら掘つ て見 よ5 と云ふ考 は無論出 る譯は あ bませ ya、 又 それで は營業 に な b

ませ Vユか ら、 念 に も念 を入 れ て 、 此處 な らば萬誤 らな しと云 ふ見 當が付か なけれ ば 掘 ら

な い
、米 國 て は 三 十 億 の 資本 を投 して 居 る c 露國 、 羅馬尼 、 ガ リ シ ア 蓬 ウで は 七億 ・ 四 億 、

三 億五 千萬 と云 ふ 大資本 を投 して 居 わ嚢すか ら、

一
本 や 二 本 は む だ に なつ て も購 は な 〜

か ら掘 つ て 見 よ う と云 ふ の で 掘 るか ら案外掘當て て 利 盆が ある と云 ふ 乙 とは今 翼 まで 9

例 が あ る の で あ b2 す095 云 ム や 5 な次第で 、 石油 事叢 は本來 掘 つ て 見 な ければ分 ら

｝ltasの で あ b2 す以上 、 どうも現状 に甘 ん じて 居つ た 日に は 將來 日本 の 石油事 業に 取 つ

て 大發展 す る望 は なか らうと思ひ ます 、 是は私共ばか bで な く現 1ζ共 遒の御方 に伺 つ て

も、 斯 ん な こ とで は 迚 も 日本 の 石油 界1ゴ大發展 ろ望 がない と云 ふ こ とを申 して 居 る人 も

澤 山 あ b2 す 、 併 なが ら日本 に は 油の豚 は幾 阿もな い と云 ふ悲 齪設 と、
　 v や 相 當に あ る

と云 ふ樂觀読 とあ ウま すが何れ に して も資金 り潤澤 て な い の と保 護の な い の が 發展 し な

い 原 因で あ る と思 はれ ます る 。 之 を官民 合同の 大經 營に直 し 、 さ う し て極 力調査 と掘鑿

lt當　）t 、 さ う して 甘 く掘 當 て なか つ た な らば政府 に 於 て相 當の 補 償 をす る こ と又 は探 油

な ウ製油 な うに要す る所の 器具機械乃至 パ イ プ類 の 蛉 きは 關税 を免除す る か若 は最 少限

度 に寛め る こ と或 は石 油邂 搬船の 建匙な ども出來 る だけ笑 勵 して 外國 油の 蝓 入 を容 易な

らしめ る と云 ふ こ と抔 は極 め て必 要な庭置で あ らう と考 ふ る の て こぎ い 食す 。 それ か ら

石 炭に付 きま して も坑 の 掘 う方で も或は 石炭 の 揚方で も斬新の や ら方 で な くて 脈分 プ リ

ミ チ ーゲ の もの が澤 山 ある や うで あ うます 。 あ L 云 ふ もの ！よ先以 て採 参こ能 ヵ を増 す爲 に

必 要 な設 備 をなす こ と｛よ勿論山元 に於 け る石炭の 浪費 を節約す る 爲に 棺 常の 處置 を講ず

る こ と も必 要で あ らうと思 ひ ます し、 叉 段々需 要の増すに 懣 じまして 兎角操掘 を手 控 し

カ リ或 は質惜 しみ を した b す るや う な商略 で以 て 市蟹 を藩 し く上 げ る と云 ふや うな こ と

は 政府で嚴密 1く取締 る と云 メ、 や うな方法 も講 じき して 、 奘 方の 研究 に 當 らしま しブ〜な ら

ば餘 ほ ど節約上利 す ？1所 あ る もの で は なか ら うか と考 へ て 居 b −
di
．n．す o 要 する に 」七燃 料問

題は 極 め て重 大 な る こ とで あ 躰柔すか らして 、 何れ 剛係の 方 々 に 於 て は 私などが 中上 げ

る まで もな く相 當の 説査研究 もせ られ て 居 る Z とと思 つ て居 与ま すけれ ど も、先 づ以 て

私 の 老婆心 で 以 て誰 君に 之 を訴 へ 、 さ う して 蝶本 的に 國家 の 燃 料 に 凋 す る 政策 を樹 立 す

る とに i對 して 諸君 の 御 力 を衢 IPげ ⊂實現 せ しめ ブこい と云 ふ 考で 蛙撰 なが ら愚 鬼を申 上げま

した次 第で ござ い ま す。 此 の 外皆 さ ん御 記憶の 瓶 う、 彼 の 『エ ム デ ン 』
一

隻で 殆 ど印度洋

の 航路 が 閉塞 され た や 5 な次 第で ご ざ い ま しプこが 、 是 か ら將來 外國 と事 を構 へ る ｝云 ぶ
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造 船 協 會 愈 報 　　第 貳
一
卜 六 號 主 」

曉に な b2 しカ な らば ・ 獨 う印度洋の 航路 と云 はず太卒 洋其他の航路 も杜繦す る と云 ふ

t とは當然 麗悟 しなけれ ば な らyユと思 ひ ます 。 然 るに あの『エ ム デ ン 』一隻 で さへ も 、 あ

の如 く辛 V 目に邁つ て 階分酷 い 影響 を蒙 bましfa。 是 か ら先 きあ 丶云 ふ『エ ム デ ン 』のや

う な もの に 二 隻三 隻い たづ らされ た 日に は甼 時 に於 て き へ も國民の生 活必 需 品は外國の

楡入 を俟た なけ れば不 足 して 居 る と量 ふや うな現状で あ bますか ら、 日本は 食料 の み な
’

らず工 業品其の 他 大抵の 竜の で 苦 しめ られ て 、 それ が 爲に 到底昂砌 の戰 に堪へ る 乙 とが

出來ず して悲慘 なる 目 に遭ふ樣な 1 とは あ bはせ の か と密に 憂ひ て 居 うます。 是等 に甥

して は 唯今 の燃 i斗に しろ何 iこ しろ是非 と 竜さ う云 ．ム曉 に なつ た と きで も差支 な い だけの

工 面は必 要で あ 腰 し て 、 それが 爲に は今 よ 「） 相當の方 法 を講ぜ ねば な らん の で あ bま

す るか 、 此事 に付 ては 之 を他 日 の 機會に護 う今晩は 之 を以 て御免 を蒙 うますo

討 論

○ 會長（寺野精一雹 ） 唯 今 り 中里 少將の 有益 な る御 講演に 付 きま して 、 御 質問 、 或 は 御

討論が あ らますれ ば 御逋べ を願 ひ た うござ v ・ ます。 但 し次 の 講演 も ござ い ますか ら、
・成

るべ く簡單 に願ひ た い と思ひ 袋す。

O 期波忠 竃 郎畧 私 は ち よつ と質問 した v ・ と思 ひ ますが 、 十 四 節 とX ふ こ とを能 く海軍

の 方 で仰 せ られま すや う で あ bます ・ 十 四 師 」云 ふ 土 毫は何處に ござ い ま すか o

G 中塁重次暑　それ は 一般 に レ阻 衛で な けれ ば な ら諏 と云 ふ 乙 とは ここぎい ませ 滋 が 、 御

承 知の 通 う艦 隊 に 隘 拌 しなけれ ば な ら鵡 璽邂船 と云 ム もの が澤山 こぎ V ・ ますの で 、 此艦

除 の 謂 に ゅ る航 行速 力が 將來 は 十 四 籔1位で あ ら らう と思 ひ ま す。 それ で 艦 隊が 十 四 節で

航海 い た し ます と せぱ 、 i卜艦除 に 隱窰ドい た しま す新 の 船 舶は 、 ど 5 して も艦 除 と同 じ速

力 を 有 ・）て 居なけれ ば常 に 置去 らに な もま す。 又 置 去 t） に な つ た と きに 、 艦除の 方で 其

遲 い 速 力の 焔 を待 つ が爲 に 自分 の 速力 tr低 め る と云 ふ こ とに な らま す と云 ふ と 、 作 戰上

に 餘ほ ど影裂淀 來 すの で ござ い ま す。 是 は 現に 日 獨事 イ乙トの 際 に南遣支 除 を出 し2 しだ と

きに 、 南遺 支 除 にで炭船 を 一隻附 ；ナ紫 した 、 共 ろi其石炭船は 十 節は 確 實に 出る と云 ふ こ

とで ござ い ま したが 、 扨 て 横須賀で石炭 を積ん で見 設 しプ〜所 が 、 ど5 して ？t、 十 篩 出強 の

み な らず 、 八節四 分の 一 しか 出なV ・　c、所が艦 除が をれ と
一

緒 に航 行 しま r と豫 定の 時 間

に 豫定 の 地點 に 達 1
’
る こ とが出來 ませ ぬ の で 、 己 〔Sな く石炭 船 の 方 ：ご海 兵 團 の 兵 員 を數

百 名描出 し懐 して 、 それで以て 徹夜石 炭 を積 ませ 、 論 6一
時 間で も二 時間 で竜運 1茎飜 を

速 く出さ う と云 ム こ とに な t） 、 さ う して 艦除 は   口出港 しカ こ とが あ う変す．o それ で 竜
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）凵ウ一 造 船 協 會 會 報 　 弟 貳 十 六 號

，1・ 笠原島へ 掛 つ た と き艦 隊の 方が幾分か先 きに なつ て ・ そ L で艦隊が石炭の 補給 を蓮逮

船 か ら受け て行動 しだ と云 ふ 乙 とが ござvn ます ○ 現在に於 va て は 、 十 二 節 を出 し得れ ば

餘 〇十分で あ bませ 滋 けれ ども 、 先づ滿 足 しカい と思 ふの で あ b ます。 併なが ら是 か ら

先 き數年後十 二 節で は い け孜い と思 ひ ますの は 、 戦 略上 の 見 地 か らで あ うま して 、 現在

に 於 て は＋ 二 節が 出
『
ますれ ば こ 丶數年間は どうにか 聞 に 合つ て行か う と思 ひ ます。 尤 竜

是 は コ ン バ
ーテ ヅ ドク ノ

V ・・一ザ ーとか 、 母 艦 の や うな もの に は 使 へ な V 、 是 は もつ と火 き

な速 力 を要 します けれ ども 、 ト ラ ン ス ボ ー ト
、 圭 とし て艦i徐に随俘する ト ラ ン ス ボ ー ト

に付V て 申上げた 譯で あ b2 す。

O 會長（寺 i賎精一罌 ）　どなた か 他に 御質問又 は 御意 見 を御述 べ に なる方 は あ bま せ諏 か

　…
別段 御質問 も御討論 竜ござ v 懐 せ vaや うで あ う綾すか ら、 私 か ら中里少將 に 御濫 を

申上 げますo 本夕 、 中里 少將は御病氣の 所 を無 理に 御出席下 さ い ま して 、 非常 に 有盆 な

る 問題 に 付 て 御講瀕 下 さV ま しプ〜。 船舶奬勵 と云 ム 乙 とと燃 料の 利用 と云 ふ と とは 、 柯

れ も目下 の 最 も大 切 な る問題で あ うま して 、 産 業の上 か らも、 或は國防の 上か らも十 分

研 究い た さ なけれ ばな う懐せ va問題で あ ウ綾すが 、 此 會に 於 て も多年是 等の 問題 こ付 て

は 始 終話題 、こ上 ぼ つ て 居 ウま し），aが 、 更に 叉 研 究題 目を與 へ られ た こ とは大 に 戴謝 する

次 第で ござい 按 す。 爾 ほ 軍事當局 と して船舶奨勵に 關す る 御考等 は 、 我 々 の 參 考 とすべ

ぎ點 が多 々 あ うSlすや うで 、 それ 等 の 點 に付 て 十 分 御意 見 を御述べ 下 き い ま した こ とは

大 に 本 會に 取 う衰 して 幸 とす る所 で ござ い
』2．す。 就 き蓑 して は會員諸 君 と共 に 、 拍 手 し

て御禮 を申上 げた い と思ひ ま すo

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔一同拍手〕
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iow  Gyrostatic Couple is Deveioped by Fotced Rollifig afld Pitchl"g.

at O  on  a  wave  rullning  toward the right  is oonyellt･iun;tlly  represti'ik}d  by t,his diivgram

red  toward the left on  a  stationaty  wave.

Irip due to rolling,  the direction of  which  is fixed by  the sense  of  rolling  metion  in each

a by  pitehing motion  sliown  is Diagram II to a  positiun shewll  by a  brolcen line ]r.

. by the allgu}ar  displaoement ef  M  deseribed abovel  the sense  of  a  is shown  by an

=,'perioa  of  rolling.  71,:=period of waves･

Lm  I, Diagram  II.

lieulaT to gx, (SeeFig.2). 1
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       Fig. 3.----Diagram Showing kow  ayrostatic Couple is 0eveloped by Forc

           [Vhe uscill,}t･ion  of  a  ship  plaeed at  O  on  a  wave  rullning  teward  the right  is conventioi

      in whieh  the ship  is shown  tn be moved  t,,'wftrd the left on  a  stationary  wave.

           R  ==sense  of  rolling  mot･ion.

           P=  ,, ,,  pitehing ,, .

           M[=moment  o £ momenturn  ef  shlp  due to rolling,  the direction of  which  is fixtul by  th(

      ragion  ill Diagram  I; this M'  is turt)e'fi by pitching motien  shown  is Diagram  II  to a  po3itiun

           G  =gyrostatic.couple  developed by the anguliir  displacmment of  M  descrlhed above;

      ftr]'ow-head  arouud  eaeh  z-axis.

           Z,=periorl of  pitching. 7;.=period of  rolling.  71,==period of waves･
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